
































































1 荒川浩和『印籠』上下、マリア書房、1972年 13 120
2 大阪市立美術館『カザールコレクション　印籠』、芸艸堂、1974年 10 184
3 レイモンド・ブッシェル（御子柴操訳）『印籠』、淡交社、1979年 8 97
4 荒川浩和『日本の美術　印籠と根付』 8 （No. 195）、至文堂、1982年 14 175
5 『印籠　シャンプーコレクション』、京都書院、1984年 34 313
6 『カザールコレクション　装身具展図録』、大阪市立美術館、1984年 10 502
7 『小工芸の粋　印籠・根付展』（尼崎市総合文化センター）、便利堂、1988年 18 150
8 水谷秀次郎『水谷コレクション　印籠の研究』、京都松柏社、1988年 10 201
9 荒川浩和「印籠      印籠美術館の開館と圖録刊行に當って    」『古美術』97、三彩社、1991年 2 29
10 荒川浩和『印籠　印籠美術館コレクション』、マリア書房、1991年 19 152
11 柳禮子『印籠・根付』、印籠美術館、1992年 7 50
12 高橋洋二『骨董をたのしむ 4 　別冊太陽　印籠と根付』、平凡社、1995年 12 141
13 東京国立博物館『東京国立博物館図版目録　印籠・根付篇』、東京国立博物館、2000年 14 108
14 『飯田市美術博物館所蔵品目録　綿半野原コレクション』、飯田市美術博物館、2000年 7 102
15 『初公開　印籠・根付コレクション　江戸のデザイン展』、静嘉堂文庫美術館、2000年 18 150
16 『茶道雑誌』64（11）、2000年（pp. 18‒19、pp. 35‒42） 3 10
17 国立歴史民俗博物館『男も女も装身具      江戸から明治の技とデザイン』、便利堂、2002年 5 40
18 『華麗なる装い』、徳島市立徳島城博物館、2003年 12 17
19 村田理如「研ぎ出し蒔絵の印籠      色絵と墨絵    」、『骨董緑青』vol. 39、マリア書房、2009年 12 73
20 村田理如『清水三年坂美術館コレクション　印籠名品集』、淡交社、2011年 12 105
21 国立歴史民俗博物館データベース　http://202.231.40.111/GlobalGinder/cgi/zway 9 50
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蒔絵師名 印籠数 蒔絵師名 印籠数
1 五十嵐道甫 2 19 中西松立斎達榮 3
2 山本春正（初代） 1 20 近直 4
3 加兵衛 1 21 幸阿弥長房（11代） 2
4 春正景正（ 2 代） 1 22 幸阿弥長孝（14代） 13
5 橘宗純 1 23 圓阿弥周防 1
6 塩見政誠 48 24 梶川房高 1
7 尾形光琳 5 25 古満巨柳 28
8 小川破笠 6 26 山田常嘉斎（ 2 代） 2
9 水谷秋登甫 2 27 山田常嘉斎（ 3 代）
10 石山基董 2 28 古満休伯安章（ 3 代） 36
11 梶川久次郎 1 29 古満休伯安巨（ 5 代）
12 青海勘七 2 30 古満九蔵安匡（ 4 代） 15
13 土田宗悦 7 31 古満勘助（ 6 代）
14 狩野十旭 1 32 田付孝則 2
15 鈴木正義 1 33 野村九圭（初代） 2





































　段については、いずれの史料にも 1 段～ 7 段がみられた。
ただし『萬金産業袋』の「長門」には七重と記されている







　段は 1 段～ 7 段まであり、その内 4 段が63.9％で最も多
く、 6 割以上を占めた。その他 3 段18.0％、 5 段10.9％、

















































































50％と最も多く、半数を占めた。次いで 3 種類36.3％、 4
種類13.1％、 5 種類0.6％の組み合わせとなった。すなわち





































































































































1 点の計 3 点にみられた。ただし初期草双紙は宝暦 3 年～
天明 3 〈1758－83〉年刊『新板　狐の娵いり』以外にみら
























































































































『繪本通寶志』（ 6 巻）の「柳」は、柳と 2 羽の燕の姿が類
似している（図12）。しかし絵本は印籠に比べて柳の占め


































































（ 5代）（『骨董をたのしむ 4 　別冊太陽　印籠
と根付』）
　　　右：「燕」『繪本通寶志』 6巻（享保14年）






















































































































































































    ②   飯島礼子「文献資料中に観る印籠の使用状況」、
『奈良県立美術館紀要』17、2003年、p. 6、p. 10
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    ②   飯塚桃葉（初代）銘「画図百花鳥印籠」 2 点と藤
原石中子守範『画図百花鳥』：永島明子「初代飯
塚桃葉の蒔絵作品（その 1 ）     印籠二合と脇息
一基    」、『京都国立博物館学叢』25、2004年、
pp. 67‒69










    ②   橘守国『繪本冩寶袋』、澁川清右衞門、明和 7
（1770）年版
    ③   橘守国『絵本直指寶』、金沢美術工芸大学絵手本




         金沢美術工芸大学絵手本データベース　http://
www.kanazawa-bidai .ac. jp/cgi-bin/edebib.
pl?bib=83
    ②   藤原石中子守範『画図百花鳥』巻 4 ・95、巻 3 ・
60
         国立国会図書館デジタル化資料　http://dl.ndl.
go.jp/
32． 中山創太「浮世絵師にみる絵手本利用の一考察      中
国画譜を源流とする歌川派の作品を中心に    」、『東
アジア文化交渉研究』第 5 号、2012年、pp. 389‒405
33． 田中敏雄「大岡春卜筆「秋色山水図」について」、『大
阪芸術大学紀要』（33）、2010年、pp. 69‒76
34． 永島明子、前掲論文、pp. 67‒68
35． 小嵜善通「近世初期における雲龍図の展開      新出の
「州信」印「雲龍図」屏風を中心にして    」、『古美
術』103、三彩社、1992年、pp. 59‒68
36． 並木誠士「中近世における韃靼人図の受容      個人蔵
本の紹介と位置づけ    」、『デザイン理論』52、2008
年、p. 93。「韃靼人図の源流を求めて      九博本韃靼
人図を手がかりに    」、『デザイン理論』58、2011年、
pp. 75‒77
37． 『朝鮮王朝の絵画と日本～宗達、大雅、若冲も学んだ
隣国の美～』、読売新聞大阪本社、2008年、p. 268
38． 麻生磯次・富士昭雄『対訳西鶴全集　好色一代男』 1
巻、明治書院、1983年、p. 159
39． 岩本活東子『近世江都著聞集』、（『燕石十種』 5 巻所
収）、中央公論社、1980年、p. 54
     「英古一蝶が画の浅妻舟と云絵あり、彼が門弟どもは、
多く浅妻船の図を書く也、当時英一峰（ママ）など、
此図を専らとす、一年、浅草にて千幅画の節も、人々
是を好み望雅人多かりしとかや、其舟の図は、彼のお
でんの方鼓打給ふ形をやつして、小舟に女の舞装束に
てひとり鼓を打体也」とある。
40． 高尾曜、前掲書、p. 100、p. 111、p. 117
江戸時代における印籠のデザインについて 109

